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課題を存在論的構造からロマン主義を含めた 1933年の『社会主義的決断』において詳述している。  




























































開に関する理解は不可欠である。ロマン主義の時期的展開については、Perspectives on 19th and 
20th Century protestant Theology, in: A History of Christian Thought (ed., by Carl E. 




ようになったとする指摘である（H.Fuhrmans, Schellings Philosophie der Weltalter, L.Schwann 






頁および、福田勧一・河合秀和編『ロマン主義と政治』（バーリン選集 3）、岩波書店 1984 年を参












(10) Johann Gottfried Herder（1744-1803）は、ケーニヒスベルグ大学で前批判期のカントの講義を
受けたドイツの哲学者、文学者。シャフツベリ、ルソーらの影響を受けた。1771-76年はビュッケブ
ルグの宮廷牧師、1776 年以降はワイマルの教会牧師となり 1772 年の『言語起源論』で言語神授説
を批判し、言語は人間の本質である自由から生まれ、人間の歴史を可能にすると主張した。また啓蒙
主義の一面性を批判し、各時代、各民族の固有の価値を強調し、感情移入による歴史理解をとき、歴
史主義の先駆となった。政治的ロマン主義の文脈では、さらに 1784-91 年の『人類史の哲学考』に
おいて、自然のみならず人類史もまた神のあらわれであるとし、自然と歴史の発展を統一的に捉えて
いる（I.バ－リン著、小池訳『ヴィーコとヘルダー』、みすず書房、1981年を参照）。 
(11) ティリッヒは、1933年の『社会主義的決断』の冒頭から、更に詳細な政治意識と起源論を展開する。
その論の概略は、次の通りである。政治思想は、人間の全体から生まれ存在と意識の不可分な統一に
根をもつ。人間的存在と社会的存在の全ての要素は、最も原始的な感情本能に至るまで、意識によっ
て形成される。人間は、いわば投げ出された存在だが、存在が「どこから」来たかという問いは、人
間の自己認識として、哲学問題としてあらわれる。起源は発祥的（entspringen）だが、人間は起源
に反抗し、自己の独立した性格を形成しようとする。人間の生は資源への依存と独立との緊張の中に
ある。人間が独立すれば、起源が無用なものとなるわけではない。むしろ人間は、絶えず資源に依存
する。成長とは、この起源から発した生命が発展し、やがて起源にかえるプロセスである。神話は全
て起源神話であり、「どこから」という問いに対する答えであり、起源の力の偉大さを示している。
「この起源の神話に向かう意識こそ、全ての政治的保守主義、ロマン主義思想の根源である」
（Tillich[1933], pp.290-291）。 
(12) 19 世紀頃から比較文化論が登場するのは、西欧文化そのものが様々な矛盾を露呈し、西欧文化は唯
一最高の人類文化ではあり得ないとする疑問に、その源泉がある。Oswold Spengler（1880-1936）
の『西洋の没落』（Der Untergang desAbendlandes,1918-22）は、１種の比較文化論で、西欧中心
の歴史観を否定し、へーゲルやマルクス、あるいは 19世紀西欧の歴史家に支配的だった西欧史を中
心としたいわば単線的歴史観に対し、西欧文化も、バビロニア、エジプト、インド、シナ、ギリシャ
＝ローマ、アラビア＝キリスト教諸文化と同挌な、一つの文化であるとした。そして文化は、当初、
農村生活の宗教的神秘的な、力強い創造と共に開始され、次第に都市生活の共に合理的発想が優位を
占め、やがて大都市的知性の時代となり、あらゆる可能性を実現する。そして最終的には魂の空洞化
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が進行し、帝国主義が発生し、絶滅戦争が反復する。文明は解体し、宗教時代が到来するが、この第
二の宗教性は一つの文化の終結を意味する。西洋文化は、最後の「文明」に突入している兆候が見ら
れる。文化はあたかも生物のように生まれ育ち、開花するがやがて没落する、というのがその趣旨で
ある。比較文化論は、ロシアのダニレフスキ－（1822-1885）や、イギリスのトインビ－（『歴史の
研究』）でも知られる（梅棹忠夫著『文明の生態史観』、中央公論社、山崎正一・市川浩編『現代哲学
事典』、講談社を参照）。 
 
 
（かわぎり・のぶひこ 評論家／思想家） 
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